
実
践
女
子
大
学
図
書
館
の
黒
川
文
庫
に
は
、
竹
取
物
語
関
係
書
籍
と
し
て
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
板
の
『
竹
取
物
語
』
と
、
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
板
の
『
竹
取
翁
物
語
解
』
に
、
そ
し
て
、
刊
年
不
明
の
『
絵
入
竹
取
物
語
』
の
板
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

寛
文
三
年
板
の
『
竹
取
物
語
』
に
は
、
一
丁
表
上
部
余
白
に
、

明
和
九
年
辰
九
月
五
日
得
此
活
本
即
校
合
一
卜
云
〈
活
本
也
左
一
一
○
点
〈
活
本
二
元
也
（
以
上
里
）

青
青
蓮
院
尊
鎮
親
王
真
跡
本
（
以
上
未
墨
）

と
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
壬
辰
に
、
古
活
字
本
と
校
合
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
青
蓮
院
尊
鎮
親
王
本
と
の
校
合
は
、
最
終
丁
で
あ
る
下
巻

十
九
丁
裏
の
匡
郭
内
左
隅
に
、
「
慶
應
の
二
と
せ
む
つ
き
は
し
め
つ
か
た
青
蓮
院
尊
鎮
親
王
の
か
上
せ
給
へ
る
本
に
む
か
へ
て
一
わ
た
り
ょ
染

を
は
り
い
す
か
は
ら
の
夏
し
け
」
と
あ
っ
て
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
正
月
に
、
菅
原
夏
し
げ
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
こ

の
菅
原
夏
し
げ
が
、
前
田
夏
蔭
（
菅
原
夏
陰
）
の
息
子
の
前
田
夏
繁
で
あ
れ
ば
、
慶
応
二
年
は
数
え
年
で
二
六
歳
の
正
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
古
活
字
本
と
の
校
異
箇
所
は
二
三
五
箇
所
、
青
蓮
院
尊
鎮
親
王
本
と
の
校
異
箇
所
は
二
七
八
箇
所
に
及
ぶ
。
ま
た
、
上
部
余
白
の
書
き
込

調
査
報
告
六
十
一
’
一

黒
川
文
庫
蔵
『
竹
取
物
語
』
関
係
書
籍
に
つ
い
て

山
崎
正

伸
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活
本
さ
か
へ
け
り
の
句
な
く
て
書
入
た
る
句
あ
り
（
上
二
丁
表
）

う
み
山
の
云
々
奇
一
本
次
の
吾
の
如
く
下
げ
て
害
り
こ
上
も
さ
る
へ
し
（
上
七
丁
表
）

一
本
の
如
く
な
ん
は
辞
な
る
へ
し
南
と
か
け
る
は
誤
（
上
十
一
丁
裏
）

一
本
彼
衣
と
あ
り
か
の
衣
か
か
は
衣
か
（
上
十
六
丁
表
）

一
本
ノ
ー
、
と
あ
る
は
と
の
重
点
ノ
ー
～
と
成
た
る
也
（
上
十
九
丁
裏
）

む
か
は
せ
給
ふ
を
一
本
間
は
せ
給
ふ
と
有
問
を
向
に
誤
（
下
一
丁
裏
）

衣
は
哀
を
写
あ
や
ま
れ
り
（
下
十
八
表
）

（
１
Ｌ
）

と
七
箇
所
あ
る
。
こ
れ
を
、
田
中
剛
直
氏
の
『
竹
取
物
語
の
研
究
』
の
刊
本
相
互
の
異
同
一
覧
表
と
照
合
す
る
と
、
「
活
本
さ
か
へ
け
り
の
句

な
く
て
害
入
た
る
句
あ
り
」
は
古
活
字
十
行
甲
本
（
以
下
「
十
甲
」
と
記
す
）
と
、
十
一
甲
．
十
一
乙
本
に
一
致
す
る
。
．
本
彼
衣
と
あ
り
か
の
衣

か
か
は
衣
か
」
は
、
十
甲
・
十
一
乙
・
十
乙
が
一
致
す
る
。
「
一
本
ノ
、
と
あ
る
は
と
の
重
点
ノ
、
と
成
た
る
也
」
は
、
十
一
乙
が
一
致
す
る
。

「
む
か
は
せ
給
ふ
を
一
本
間
は
せ
給
ふ
と
有
問
を
向
に
誤
」
は
、
十
甲
・
十
一
甲
・
十
一
乙
が
一
致
す
る
。
ま
た
、
本
文
の
脇
に
書
き
込
ま
れ

た
校
合
も
、
古
活
字
本
と
正
保
三
年
板
本
と
の
異
同
箇
所
の
桑
な
ら
ず
、
以
下
の
如
く
、

青力

む

さ
る
き
の
糸
や
つ
こ
（
上
一
丁
・
表
・
三
行
）
は
し
ら
せ
ん
か
へ
さ
せ
給
ふ
（
上
一
四
丁
・
裏
・
二
行
）

の
る
き
ぬ

三
す
ん
は
か
り
な
る
人
（
上
一
丁
・
表
・
六
行
）
か
は
衣
（
上
ニ
ハ
丁
・
裏
・
七
行
）

も
青
元
く

か
き
り
な
し
（
上
一
丁
・
裏
・
一
行
）
間
と
と
は
す
る
に
（
上
一
九
丁
・
裏
・
四
行
）

を
云

た
け
取
に
（
上
一
丁
・
裏
・
三
行
）
こ
た
へ
て
い
は
く
（
上
一
九
丁
・
裏
・
五
行
）

の
青
元
よ
り

こ
か
ね
あ
る
竹
（
上
一
丁
・
裏
・
四
行
）
書
は
つ
る
○
（
下
五
丁
・
表
・
七
行
）

ロァ

ヶメ

は
、
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自
本
文
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
、

と
、
古
活
字
十
一

本
と
知
ら
れ
る
。

青
蓮
院
尊
鎮
親
王
本
と
の
校
異
箇
所
二
七
八
箇
所
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
一
つ
の
伝
本
涯
一
致
す
る
と
い
う
も
の
は
確
認
で
き
な
い
。
独

は

た
さ
ふ

睾
月

な
し
袷
ひ
そ
（
下
五
丁
・
一
昊
・
一
行
）

申
さ
ん
事
（
上
四
丁
・
表
・
二
行
）

人
青
元
ぅつ

か
○
ま
つ
ら
せ
て
（
下
五
丁
・
裏
・
四
行
）

れ
い
の
○
あ
つ
ま
り
ぬ
（
五
丁
・
表
・
九
行
）

出

を
く
ら
の
山
（
上
七
丁
・
表
・
二
行
）
な
を
ゐ
て
お
は
し
ま
さ
ん
（
下
八
丁
・
裏
・
九
行
）

○
青
す
ま

無

た
坐
ひ
と
り
過
し
給
ふ
（
下
一
○
丁
・
表
・
二
行
）

青

○
承
に

た
く
ら
を
（
上
八
丁
・
表
・
九
行
）

大
き
さ
を
（
下
一
二
丁
・
表
・
二
行
）

青
元

お
き
な
い
れ

い
へ
は
○
あ
ひ
奉
る
（
上
九
丁
・
表
・
一
行
）
く
す
り
入
り
（
下
一
○
丁
・
表
・
二
行
）

狸
は
事

有
時
Ｃ
い
は
ん
か
た
な
く
（
上
一
○
丁
・
裏
・
三
行
）
と
め
す
な
り
ぬ
る
を
（
下
一
八
丁
・
裏
・
一
○
行
）

の

誠
ぽ
う
ら
い
の
木
（
上
一
三
丁
・
表
・
三
行
）

古
活
字
十
一
行
乙
本
独
自
の
本
文
に
関
わ
る
部
分
が
全
て
一
致
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
和
九
年
に
校
合
し
た
古
活
字
本
は
十
一
行
乙

た
り
青

Ｄ
花
を
折
て
ま
う
て
来
る
也
（
上
二
丁
・
裏
・
五
行
）

す
青

②
世
に
た
と
ふ
へ
き
に
あ
ら
さ
り
し
か
と
此
え
た
を
（
上
二
丁
・
裏
・
六
行
）

青
元

③
七
日
に
ま
う
て
来
る
文
（
上
一
五
丁
・
表
・
二
行
）

青
元

④
や
つ
れ
た
ま
ひ
て
難
波
の
邊
に
（
上
一
九
丁
・
裏
・
一
行
）

を
青

⑤
か
か
る
わ
ひ
し
き
め
見
す
（
上
二
○
丁
・
表
・
六
行
）

Ｌ
肩

⑥
目
は
し
ら
め
庭
て
（
下
三
丁
・
裏
・
二
行
）
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Lと
、
二
箇
所
が

膳

⑦
少
あ
は
れ
と
お
ほ
し
け
り
（
下
五
丁
・
表
・
八
行
）

青
元

⑧
参
り
て
申
さ
ん
と
参
り
て
申
や
う
（
下
七
丁
・
裏
・
二
行
）

に
青

⑨
百
く
は
ん
人
々
あ
る
（
下
九
丁
・
表
・
六
行
）

と
九
箇
所
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
中
田
剛
直
氏
が
第
一
類
本
系
統
第
一
種
と
さ
れ
る
武
藤
本
・
平
瀬
本
・
高
山
本
と
十
行
甲
本
と
の
独
自
共

通
異
文
と
さ
れ
る
一
三
項
に
合
わ
せ
る
と
、

て
青

①
う
な
つ
き
を
り
（
上
一
三
丁
・
表
・
七
行
）

②
は
し
ら
せ
ん
か
へ
さ
せ
給
ふ
（
上
一
四
丁
・
襄
・
二
行
）

て
青

さ
れ
る
六
項
の
う
ち
、

三
箇
所
が
一
致
す
る
。
ま
た

致
す
る
。
他
に
も
、

青
元

①
ょ
ろ
こ
ひ
て
（
上
一
三
・
裏
・
六
行
）

青

②
こ
ん
じ
や
う
の
色
な
り
け
の
す
ゑ
（
上
一
五
。
裏
・
六
行
）

青
元
青
三
宇
元

③
よ
き
人
に
（
上
一
六
・
裏
・
五
行
）

青
元

④
ょ
盈
給
ひ
け
る
奇
（
上
一
七
・
表
・
八
行
）

⑤
汝
ら
（
上
一
八
・
表
・
七
行
）

き
ん
ち
青

を
青
た
る
青

①
彼
う
れ
へ
せ
し
た
く
象
を
は
（
上
一
三
丁
・
裏
・
三
行
）

青
か
な
ら
す
お
く
る
へ
き
も
の
に
こ
そ
あ
な
れ

②
か
ね
少
に
こ
そ
あ
な
れ
○
う
れ
し
く
し
て
（
上
一
五
丁
・
裏

③
1，、

青
元

ろ
え
て
つ
く
れ
り
（
上
一
五
丁
・
裏
・
五
行
）

〕
ま
た
、
「
全
三
本
は
一
致
せ
ず
互
ひ
に
異
文
を
形
成
し
て
い
る
が
、

行
一

正
し
く
は
三
本
一
致
の
独
自
共
通
異
文
」
と
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青
元

⑧
か
ね
う
に
て
（
下
一
○
・
表
・
六
行
）

青
元

⑨
春
の
初
よ
り
か
く
や
姫
月
の
（
下
一
○
・
表
・
七
行
）

青
元

⑩
御
心
ま
と
ひ
ぬ
（
下
一
七
・
表
・
二
行
）

青
わ
つ

⑪
い
さ
上
か
（
下
一
七
・
裏
・
二
行
）

な
ど
第
一
類
の
本
文
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
前
記
夏
し
げ
の
筆
で
奥
付
の
「
寛
文
三
稔
癸
卯
仲
秋
吉
辰
長
尾
平
兵
衛
開
板
」
の
右
に
、
「
イ
年

号
ナ
シ
茨
城
多
左
ヱ
門
板
ト
ノ
ミ
ァ
リ
」
と
あ
っ
て
、
絵
入
竹
取
物
語
と
の
校
合
も
行
わ
れ
た
と
知
ら
れ
る
。

↓
重
た
、
天
保
二
年
板
の
『
竹
取
翁
物
語
解
』
に
は
、
黒
川
真
頼
の
書
き
込
恐
が
あ
る
。
読
点
や
続
け
て
読
む
と
い
う
記
号
の
書
き
込
桑
を
除

い
て
、
文
字
に
よ
る
書
き
込
み
が
ほ
ぼ
二
○
○
箇
所
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、

①
帝
の
め
し
て
の
給
は
む
こ
と
孜
云
帝
ノ
召
ア
リ
テ
詔
ア
ラ
ン
コ
ト
と
い
ふ
意
な
り
こ
は
宮
中
に
め
さ
れ
て
お
ふ
せ
を
あ
ら
ん
こ
と
Ｌ

い
ふ
に
て
今
よ
り
ゆ
く
さ
き
を
か
ね
て
い
へ
る
な
り

弘
恭
云
点
注
に
あ
ふ
せ
こ
と
と
あ
る
は
筆
誤
に
や
お
ほ
せ
こ
と
の
誤
な
る
べ
し
（
巻
四
・
二
九
・
表
・
上
部
余
白
）

②
弘
恭
云
国
王
の
伝
事
を
そ
む
か
ば
語
按
違
へ
る
や
う
也
も
と
は
背
ハ
と
か
き
て
ソ
ム
ヶ
バ
と
よ
ぶ
け
ん
を
写
し
誤
れ
る
に
や
か
（
と
あ

り
て
は
前
後
の
文
に
似
つ
か
ず
次
に
は
や
殺
し
給
ひ
て
ょ
か
し
と
あ
る
を
味
ふ
く
し
（
巻
四
・
二
一
・
裏
・
上
部
余
白
）

③
○
五
十
は
か
り
云
云
弘
云
こ
れ
は
わ
さ
と
五
十
と
い
ひ
し
か
と
お
も
は
る
其
の
故
は
こ
の
事
を
な
け
く
に
よ
り
て
髪
も
し
ろ
く
腰
も

か
上
ま
り
な
と
あ
れ
は
五
十
は
か
り
に
て
は
よ
の
つ
れ
に
て
は
さ
は
あ
ら
い
を
こ
の
頃
の
も
の
お
も
ひ
に
よ
り
て
か
く
縁
に
老
た
り
と

い
は
ん
と
て
五
十
は
か
り
と
つ
く
り
こ
と
せ
し
な
る
べ
し
さ
ら
は
ま
こ
と
の
年
を
い
へ
る
に
は
あ
ら
す
と
見
る
へ
し

⑥
ひ
つ
の
ふ
た
に
入
ら
れ
給
ふ
（
下
四
・
稟

三
字
青
元

⑦
な
し
給
そ
か
う
ふ
り
（
下
七
・
裏
・
一
行
）

た
ま
ふ
つ
か
さ
青

二

行
～一
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れ
と
合
わ
せ
る
と
、

と
、
三
箇
所
に
真
頼
門
下
生
鈴
木
弘
恭
の
考
察
が
書
か
れ
て
い
ゑ
弘
恭
に
は
、
明
治
二
一
年
（
’
八
八
八
）
の
『
震
竹
取
騨
』
が
あ
る
。
こ

承
上
口
後
世
ノ
文
一
一
テ
ハ
此
〈
キ
ラ
ズ
下
八
部
余
白
Ｖ

○
た
の
み
を
か
け
た
り
□
あ
な
が
ち
に
（
巻
一
・
一
三
・
裏
・
脇
注
・
下
部
余
目

八
標
注
Ｖ
師
説
此
と
こ
ろ
に
て
切
る
上
は
古
格
也

○
を
考
云
を
以
テ
ノ
意
ナ
リ
下
文
三
十
六
左
見
合
ス
。
ヘ
シ
（
巻
一
・
三
ハ
・
裏
・
上
部
余
白
）

○
を
は
よ
に
通
ふ
を
な
り
再
云
よ
く
も
あ
ら
ぬ
か
た
ち
を
以
て
あ
た
こ
上
ろ
つ
き
な
寺
ハ
ノ
意
ナ
ル
ベ
シ
コ
ノ
を
〈
以
テ
ヲ
加
ヘ
テ
心
ゥ

。
ヘ
シ
ハ
注
竹
取
翁
物
語
解
の
本
文
の
「
を
」
の
脇
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
ヲ
ョ
と
あ
る
Ｖ
（
巻
一
・
一
三
〈
・
裏
・
上
部
余
白
）

八
標
注
Ｖ
師
云
此
を
は
以
て
の
意
を
加
へ
て
桑
る
べ
し

コ
ノ
ヨ

○
後
く
や
し
き
事
も
有
べ
き
を
と
思
ふ
ぱ
か
り
な
り
（
巻
一
・
三
〈
・
裏
・
八
行
脇
注
）

○
サ
ル
後
悔
ア
リ
テ
ハ
イ
カ
ぐ
ハ
セ
ン
ト
思
う
バ
カ
リ
ナ
リ
ノ
意
ナ
リ

ハ
標
注
Ｖ
師
云
さ
る
後
悔
あ
り
て
は
い
か
Ｌ
せ
ん
と
思
ふ
ば
か
り
な
り
の
意
也

シ
フ
ロ
ク
ソ
［
窓
］

○
十
六
そ
考
云
十
六
竈
ナ
リ
竈
〈
漢
音
サ
ウ
呉
音
ソ
ウ
ナ
リ
く
ど
和
名
抄
窓
文
字
集
略
云
窓
七
經
反
和
名
久
度
竈
後
之
穿
也
按
ス

カ
ミ

ル
ニ
篭
ノ
上
二
窓
ヲ
開
タ
ル
ナ
リ
硝
子
ヲ
造
ラ
ン
ガ
タ
メ
ナ
リ
竈
零
霊
萢
（
巻
二
・
二
・
表
・
上
部
余
白
）

○
し
ら
せ
給
ひ
た
る
か
ぎ
り
〈
心
を
し
ら
せ
給
ひ
た
る
か
き
り
と
い
ふ
に
て
腹
心
ノ
者
ノ
限
リ
シ
テ
と
い
ふ
也
十
六
そ
は
十
六
竈
な
り
そ

カ
ミ
ク
ド

の
十
六
竈
を
皆
々
上
匡
窓
を
あ
け
て
と
い
ふ
な
り
こ
れ
ば
硝
子
を
作
ら
ん
か
為
也
さ
れ
は
凡
て
の
意
を
い
ば
坐
腹
心
の
も
の
些
か
き
り

し
て
玉
の
枝
を
造
た
ま
ふ
と
い
ふ
に
て
自
ら
も
そ
の
構
の
う
ち
に
入
お
は
し
て
作
る
な
り
（
巻
二
・
二
・
表
・
下
部
貼
紙
）

八
標
注
Ｖ
師
云
そ
を
は
そ
う
が
の
誤
に
や
竈
は
漢
音
サ
ウ
、
呉
音
ソ
ウ
也
と
あ
り
、
按
に
十
六
そ
う
を
其
上
に
く
ど
を
あ
け
て
と
い
ふ
義

カ
マ
ト

な
る
べ
し
、
即
ち
そ
う
は
竈
也
く
ど
は
窓
也
、
硝
子
を
製
造
せ
る
竈
な
り

（
巻
五
・
一
六
・
表
・
上
部
余
白
）
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タ
モ
ト
ケ
フ
き
イ
（
真
頓
朱
注
）

○
挟
か
わ
き
て
今
日
こ
そ
は
見
め
と
い
へ
り
（
巻
三
。
一
○
・
裏
・
八
行
脇
注
）

○
き
め
ノ
方
「
一
言
』
シ
き
る
〈
我
ヵ
物
二
領
ス
ル
ナ
リ
（
巻
三
・
一
○
・
妻
・
上
部
余
白
）

八
標
注
Ｖ
解
き
め
を
見
め
と
有
、
活
本
、
黒
の
一
本
き
め
と
あ
り
、
衣
の
緑
な
れ
ば
き
め
の
か
た
よ
る
し
と
あ
る
師
説
に
従
ひ
つ
、

ク
ラ
ッ
暦
ヲ
サ
ス
也
へ
ば
歎

○
今
は
お
ろ
し
て
よ
翁
し
え
た
り
と
宣
た
ま
ひ
て
あ
つ
ま
り
て
（
巻
四
・
一
四
・
裏
・
八
行
脇
注
）

石
上
麿
自
ヲ
卑
下
シ
テ
イ
フ
也

○
翁
〈
石
上
磨
の
ゑ
つ
か
ら
の
う
へ
を
卑
下
し
て
お
き
な
と
は
い
へ
る
な
る
く
し
伊
勢
物
語
に
も
卑
下
す
る
こ
と
は
に
今
の
お
き
な
ま
さ

に
し
な
む
や
な
と
見
え
た
り
（
巻
四
・
一
六
・
表
・
上
部
余
白
）

八
標
注
Ｖ
師
云
翁
は
石
上
麻
呂
ゑ
づ
か
ら
の
う
へ
を
卑
下
し
て
云
也
伊
七
物
語
に
も
例
あ
り
下
は
の
給
へ
ぱ
な
る
べ
し
と
い
は
れ
た
り
按

る
に
旧
注
に
よ
れ
ば
翁
は
く
ら
つ
ま
る
の
こ
と
と
あ
り
然
ら
ば
翁
ョ
と
呼
び
か
け
た
る
に
て
下
は
の
給
ひ
て
ア
レ
バ
の
意
と
な
る
べ
し

と
あ
る
外
、
一
九
事
例
を
真
頼
書
き
入
れ
か
ら
墨
準
竹
取
物
語
』
に
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
墨
嘩
竹
取
物
語
』
の
凡
例

に
、

一
、
此
害
は
。
既
に
田
中
大
秀
ぬ
し
が
も
の
し
た
る
解
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
。
契
沖
阿
闇
梨
の
河
社
の
説
。
小
山
儀
ぬ
し
の
抄
を
始
と
し

て
。
諸
家
の
説
及
び
類
本
数
種
を
校
考
せ
ら
れ
た
れ
ば
。
大
か
た
は
そ
れ
に
て
こ
と
た
る
べ
け
れ
ど
。
其
ま
き
の
数
六
巻
に
わ
た
り
。

譜
説
ど
も
多
き
に
す
ぎ
て
。
却
り
て
初
学
の
た
め
に
は
不
便
な
る
が
如
く
な
れ
ば
。
今
本
文
の
象
を
挙
て
一
巻
と
せ
む
と
す
る
に
あ
た

り
て
。
師
の
黒
川
真
頼
翁
の
校
合
本
を
参
考
し
て
。
解
の
い
ま
だ
し
き
所
を
補
ひ
。
且
れ
い
の
段
落
文
法
を
鮎
註
に
標
記
し
つ
れ
ば
。

更
に
参
考
標
註
の
文
字
を
冠
ら
せ
た
り
。

一
、
此
書
に
引
用
し
た
る
所
の
黒
本
と
あ
る
は
。
我
師
黒
川
翁
が
さ
き
に
大
学
校
の
生
徒
に
授
業
し
給
ひ
し
と
き
に
使
ゐ
ら
れ
た
る
校
本

に
し
て
。
大
秀
ぬ
し
が
解
に
。
青
蓮
院
尊
鎮
親
王
本
。
井
に
博
物
局
所
蔵
本
。
寛
文
古
爲
本
。
活
字
古
板
本
等
を
校
合
し
・
な
ほ
か
た

ぶ
か
る
些
所
に
は
。
自
か
ら
の
考
を
も
加
へ
ら
れ
た
る
吾
を
い
ふ
。
又
板
本
と
あ
る
は
。
お
の
れ
が
所
蔵
の
繪
入
板
本
に
し
て
。
巻
尾
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六十一一一黒川文庫蔵『竹取物語』関係言籍について

と
あ
っ
て
、
頭
注
に
、

底
本
を
は
じ
め
諸
本
「
申
も
」
と
あ
る
が
、
「
申
は
」
の
誤
写
と
解
し
た
。
「
を
」
が
「
ん
」
に
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
、
通

行
本
系
の
諸
本
は
こ
の
本
文
だ
が
、
通
じ
が
た
い
。
古
本
系
で
は
「
い
づ
れ
も
劣
り
優
り
お
は
し
ま
さ
れ
ば
、
定
め
が
た
し
。
ゆ
か
し
ぐ

思
ひ
は
く
る
も
の
の
は
く
る
を
見
せ
た
ま
は
む
に
、
御
心
ざ
し
の
程
は
見
ゆ
く
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
古
本
系
は
合
理
化
さ
れ
て

い
る
面
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
ら
ず
、
（
中
略
）
「
ゆ
か
し
き
物
を
見
せ
た
菫
へ
ら
む
に
」
を
受
け
る
と
し
て
訳
し
た
。

（
４
）

と
さ
れ
、
こ
こ
に
該
当
す
る
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
脚
注
も
、

（
申
も
、
こ
は
は
り
也
）
こ
の
ま
ま
で
は
解
し
難
い
が
、
一
応
原
文
の
ま
ま
翁
が
自
賛
の
気
持
ち
を
表
し
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。
一
説

に
「
申
も
」
を
「
申
は
（
ま
う
せ
ば
）
」
の
誤
写
と
し
て
、
「
こ
と
は
り
也
」
を
姫
の
言
葉
に
入
れ
る
。
（
御
心
ざ
し
の
程
は
見
ゆ
く
し
）

こ
の
前
に
姫
の
言
葉
の
「
ゆ
か
し
き
物
を
見
せ
た
ま
へ
ら
ん
に
」
に
相
当
す
る
脱
文
が
あ
ろ
う
。

む
こ
と
は
そ
れ
に
な
む
定
む
く
き
『
と
い
ふ
、
ロ
（
巻
一
・
四
一
・
裏
・
挾
紙
）

（
句
。
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
該
当
す
る
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
本
文
を
引
く
と
、

「
『
翁
の
命
、
今
日
明
日
と
も
知
ら
ぬ
を
、
か
く
の
た
ま
ふ
君
達
に
も
、
よ
く
思
ひ
さ
だ
め
て
仕
う
ま
つ
れ
』
と
申
せ
ば
、
『
こ
と
わ
り
な

り
。
い
づ
れ
も
劣
り
優
り
お
は
し
ま
さ
れ
ば
、
御
心
ざ
し
の
ほ
と
は
見
ゆ
く
し
。
仕
う
ま
つ
ら
む
こ
と
は
、
そ
れ
に
な
む
さ
だ
む
べ
き
』

に
茨
城
多
左
衛
門
板
と
あ
る
も
の
を
い
ふ
な
り
。

と
あ
っ
て
、
黒
川
真
頼
の
考
察
を
大
い
に
参
考
に
し
た
と
あ
る
。
そ
の
他
の
書
き
入
れ
に
は
、

真
按
青
睾
（
注
傍
線
青
墨
・
そ
の
他
朱
墨
）

翁
の
い
の
ち
け
ふ
あ
す
と
も
し
ら
ぬ
を
か
く
の
給
ふ
君
達
に
も
よ
く
お
も
ひ
さ
た
め
て
つ
か
う
ま
つ
れ
と
申
せ
ば
、
こ
と
わ
り
な
り
、
□

い
つ
れ
も
お
と
り
ま
さ
り
お
は
し
ま
さ
れ
ば
、

ゆ
か
し
き
も
の
見
せ
給
へ
ら
む
に
、

御
心
さ
し
の
ほ
と
は
見
ゆ
く
し
、
□
つ
か
う
ま
つ
ら
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と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
文
ざ

く
、
ま
た
、
典
拠
に
つ
い
て
も
、

南
都
七
大
寺
巡
礼
記
大
｛

注 と
注
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
黒
川
真
頼
書
き
入
れ
の
『
竹
取
翁
物
語
解
』
に
は
、
曇
澤
竹
取
物
語
』
に
引
か
れ
た
も
の
以
外
に
も
多
く
の
注
、
が
朱

墨
で
施
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
１
）

田
中
剛
直
『
竹
取
物
語
の
研
究
』
塙
書
房
（
昭
四
○
・
六
）
に
よ
る
。

『
罐
跨
竹
取
物
語
』
八
『
竹
取
物
語
濱
本
』
Ｖ
中
外
堂
（
明
治
一
三
・
二
）
に
よ
る
．

片
桐
洋
一
校
注
訳
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
胆
『
竹
取
物
語
』
小
学
館
（
一
九
九
四
・
三
）
二
三
・
二
四
頁
。

堀
内
秀
晃
校
注
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
Ⅳ
『
竹
取
物
語
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
七
・
一
）
一
○
・
二
頁
。

本
文
が
乱
れ
て
い
る
・
か
、

［
菩
薩
］

大
安
寺
宝
蔵
件
宝
蔵
納
寺
家
宝
物
在
八
幡
大
井
弓
矢
釈
迦
如
來
石
鉢
波
羅
門
僧
正
持
來
佛
舎
利
云
云

こ
の
貼
り
紙
は
本
文
を
的
確
に
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
に
も
本
文
に
関
わ
る
注
も
多

（
巻
一
・
四
三
・
裏
・
上
部
余
白
）
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